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New Japanese Persimmon Cultivar ‘Kitarou’.

　Ⅰ　緒　　　　言

　鳥取県におけるカキの栽培面積は約 329ha（平
成 24 年）で、そのうちの約５割で ‘ 西条 ’ が栽
培されている。‘ 西条 ’ は、鳥取県と島根県が主
産県の渋ガキで主に広島市場に出荷されている。
次いで ‘ 富有 ’‘ 花御所 ’ の栽培面積が多く、この
３品種で全面積の 97％を占めている。
 　‘ 西条 ’ より収穫時期が早い品種は、‘ 西村早生 ’
がわずかに栽培されているだけであり、このため、
鳥取県の主要品種 ‘ 西条 ’ より収穫が早く、糖度
が高く高品質な甘ガキ品種の育成が求められてい
た。
　そこで、９月下旬から収穫できる高品質の新品
種を育成し、10 月中旬頃から出荷が始まる ‘ 西条 ’
とリレー出荷で販売が可能なカキ品種を育成する
ため、1994 年から独立行政法人農業・食品産業
技術総合研究機構果樹研究所の協力を得て育種を
行ってきた。その結果、早生の甘ガキ新品種 ‘ 輝
太郎 ’ を育成し、品種登録に至ったので、育成経
過と特性を報告する。

　Ⅱ　育成の経過

　1994 年（平成６年）から、早生の ‘ 西条 ’ よ
り早く収穫ができる高品質な早生の甘ガキ品種を
育成するため、有望品種を掛け合わせた交雑育種
を開始し、63 系統の種子を得た。2001 年より結
実した系統から果実調査を開始し、2006 年には、
その中から有望な４系統に絞り込んだ。2007 年
には、最有望系統として本品種を選抜した。
　本品種は 1999 年（平成 11 年）に、‘ 宗田早生 ’
に ‘ 安芸津 14 号（甘秋）’ を交雑して得られた実

生より選抜したものである。母本の ‘ 宗田早生 ’
は岡山県の宗田昭二氏の ‘ 富有 ’ 園で発見された
枝変わりである（1998 年登録）。父本の ‘ 安芸津
14 号（甘秋）’ は、独立行政法人農業・食品産業
技術総合研究機構果樹研究所が育成した品種であ
る（2005 年登録）。
　選抜系統は ‘ 園試 A’ として、2008 年３月より、
鳥取市（3ヶ所）、八頭町、湯梨浜町、倉吉市、北
栄町、琴浦町、米子市 (2ヶ所 )、伯耆町、南部町
の県内 12 カ所での現地試験を開始した。
　2008 年 10 月３日に生産者や農業団体関係者、
10 月 28 日に消費者を対象に開催した試食検討
会において本系統が新品種候補にふさわしいとの
合意が得られ、品種登録申請を行うこととなった。
‘ 早秋 ’‘ 宗田早生 ’ を対照品種として種苗特性分
類調査報告（審査基準）に基づく特性調査を行い、
2009 年１月 16 日に出願し、2010 年３月 11 日
付けで登録番号第 19247 号として品種登録され
た。

　Ⅲ　特性の概要

１．樹の特性
　樹勢はやや強く樹姿はやや開張性で、枝の長さ
は長く、太さは太く、新梢の色は褐色である。
　雌雄性は雌花のみで雌花の着生は多い。雌花の
花冠の大きさはやや小さく、開花期は、鳥取県鳥
取市河原町において 5 月下旬で、‘ 富有 ’‘ 西条 ’
とほぼ同時期である。
　葉身の長さは中、葉の形は楕円形で周囲が波打
つ特徴があり、他品種との区別がつきやすい。
　‘ 西条 ’‘ 富有 ’‘ 花御所 ’ との接ぎ木不親和は見
られていない。
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　樹勢の強い樹では、８月に後期生理落果が見ら
れることがある。
２．果実特性
　果実の収穫始めは、鳥取県鳥取市河原町におい
て９月下旬で ‘ 西村早生 ’ より４日遅く、‘ 早秋 ’
より３日早い。収穫終わりは、10 月中旬である。
果形は扁円形、平均果重は 320g 程度で、糖度は、
16 ～ 17 度である。果皮の色、果肉の色は橙で
ある。
　条紋や果頂裂果の発生はほとんど無く、へたす
き性は弱である。種子の少ない果実には、果芯部
分に空洞が発生することがあり、空洞部分が黒変
するものが見られる。
　果底部の果色がオレンジカラーチャート値５以
下の果実は、人によっては若干の渋味を感じるこ
とがあるため、収穫時には果底部の果色に注意が
必要である。
３．病害虫抵抗性

　病害については、他品種と比較して特に問題と
なるものはない。虫害については、フタモンマダ
ラメイガとコスカシバの加害が多く対策が必要で
ある。農薬の安全使用日数に注意すれば ‘ 西条 ’‘ 富
有 ’ の防除体系で対応できる。
４．栽培上の留意点
　後期の生理落果と果心部の空洞化の低減対策と
して種子を入れることが有効であるため、受粉樹
の混植を積極的に行う。
　着蕾が多いため、摘蕾は必須である。１新梢１
蕾を基本とするが、後期の生理落果が多い樹では、
強い結果枝には２蕾残し、仕上げ摘果で最終着果
量にする。また、樹勢の強い樹では、８月に生理
落果することがあるので、仕上げ摘果は生理落果
終了後に行う。
　他の品種と比較して果底部の着色がやや遅いの
で、摘葉や反射マルチの敷設で着色向上対策を行
うとともに収穫基準の果色を遵守して収穫する。
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　Ⅳ　摘　　　　　要

１．‘ 輝太郎 ’ は 1999 年に ‘ 宗田早生 ’ に ‘ 安芸
津 14 号（甘秋）’ を交雑して得られた早生の完
全甘ガキの新品種である。収穫時期は９月下旬か
ら 10 月中旬、果重は約 320g、糖度は 16 ～ 17
度であり、早生カキとしては高糖度である。
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写真１　‘ 輝太郎 ’ の果実
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